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平成３０年度 自己評価結果を踏まえた学校関係者評価報告書 

 

柴田町立船岡中学校  

 

１ 評価期間 平成３０年５月～平成３１年１月 

 

２ 学校関係者評価委員 

(委員長)、(副委員長)、（委員４名） 

 

３ 評価規準 

○妥当である。         (適切な取組で、次年度へ向けての取組も妥当である) 

○妥当でない。         (取組が不十分で、次年度へ向けての改善策も妥当でない。) 

○判断することができない。 

※自己評価の数値の算出方法 

教職員の自己評価で、Ａ：大変良い・・10点 Ｂ：良い・・５点 Ｃ：課題がある・・－５点  

Ｄ：かなり課題がある・・－10点とし、各項目の合計点数を教職員数で割った値。 

 

 

４ 評価項目 

１．地域に支えられ「地域と創る学校」づくりの推進 自己評価 関係者評価 

（1） 
学校運営に対する地域住民・保護者等の参画と意見・要望の反映

を図り、信頼される学校づくりに努めている。 
５．５ 妥当である 

（2） 
学校の教育内容や実践を保護者や地域に積極的に公開し、開かれ

た学校づくりに努めている。  
５．７ 妥当である 

（3） 
保護者の支援や地域の教育力を生かし、学校の教育活動の一層の

充実を図っている。  
５．５ 妥当である 

自己評価結果から次年度へ向けて 学校関係者による主な意見 

(1)学校公開やＰＴＡの時の保護者アンケートや生活カードへの保護者

からの記述，生徒指導(いじめ)問題対策会議，学校関係者評価委員会，

学校保健会，ＰＴＡ運営委員会等を通して地域住民，保護者等の意見，

要望の反映を図っている。 

(2)学校だより，学年便り，学級便り，保健便り，図書館だより，カウン

セラーだより，部活動便り等々，学校の様子を発信している。さらに，

学校公開週間と親子運動会，文化祭，弁論大会，激励会などの行事も多

くを公開している。また，ホームページは学校だよりの発行に合わせて

定期的に更新し，情報の発信を図っている。 

(3)キャリアセミナー，職場体験，家庭科の保育関係の授業，防災の社会

福祉協議会，消防署，船中ボラセン，仙台大学未来先生，特支学級のラ

ベンダー関係，さらに，町の放課後先生，英語楽交，夏期休業中の仙台

大塾等，新しい取組も始まりこれまで以上に多くの地域の力を生かして

いる。 

来年度も上記の活動を継続，さらに発展させていきたい。 

・時間をかけて作成された便りが数多く発行されて

おり，先生方から情報が発信されているので，保護

者がそれを活かすように心がけてもらいたい。 

・柴田町の生涯学習課，社会福祉協議会や仙台大学

との連携を今後も進めていって，柴田町に貢献でき

る子供たちの育成を続けて欲しい。 
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2．「学力向上」と学習指導要領の趣旨の徹底 自己評価 関係者評価 

（4） 
「学力向上」を目指して、指導方法の工夫・改善を図るとともに、個性を

生かした楽しく分かる授業の実践に努めている。 
５．７  

（5） 
学習意欲の向上と生活習慣・学習習慣を改善し、主体的な学習を促して基

礎学力の向上に努めている。 
６．４  

自己評価結果から次年度へ向けて 学校関係者による主な意見 

(4)研究授業を３回実施して，先生方の授業力向上に取り組んだ。また，

常に校長が全職員の授業を参観してアドバイスをしている。 

・職員会議において，３分間プレゼンテーションと銘打ち先生方の授業

の工夫を学び合っている。 

・タブレットＰＣなどのＩＣＴ機器を活用した授業が増えてきた。 

(5)本校の課題である家庭学習の習慣化を図るために，授業と家庭学習を

一体化させるための予習・復習課題などを工夫してきた。さらに，提出

物は必ず目を通しコメントを添えるなど，次の学習の意欲につながるよ

うなはたらきかけを続けた。 

・「学習の手引き」や定期考査前の学習計画表などで勉強の仕方を指導・

支援してきた。 

課題は，多くの校務に追われ教材研究のための時間の確保が難しいこと

である。運営委員会で多忙解消策を講じて，さらに工夫改善をしていき

たい。 

 

・宿題や家庭学習の習慣は，小学校からの取り組み

方にも影響していると思われる。小中の連携を図る

とともに，課題の質や量なども検討してみてはどう

か。 

・授業での目標や振り返りをしっかりとやるととも

に，家庭学習のスケジュールや計画をしっかり立て

させて取り組ませることも大切である。 

 

3．豊かな人間性を育む道徳教育の充実 自己評価 関係者評価 

（6） 

「道徳の時間」の実施時数の確保と指導方法の工夫改善を行い、

道徳的実践力を高めるとともに、教育活動全体を通した道徳的実践意欲

の向上に努めている。 

４．３ 妥当である 

 

 

4．生命の尊重と社会性の育成を図る生徒指導の充実 自己評価 関係者評価 

（7） 

「いのちと心を大切にすること」及び「良好な人間関係をつくること」が

重要であるという共通認識のもと、いじめや不登校のない学校づくりに努

めている。 

５．５ 妥当である 

（8） 
児童生徒の発達段階にふさわしい生徒指導を推進し、家庭と連携して基本

的な生活習慣の育成に努めている。 
６．１ 妥当である 

（9） 

児童生徒に自己の特性を理解させるとともに、能力・適性や興味・関心等

に基づいて将来の生き方を考えさせる志教育・キャリア教育の充実に努め

ている。 

６．１ 妥当である 

自己評価結果から次年度へ向けて 学校関係者による主な意見 

自己評価結果から次年度へ向けて 学校関係者による主な意見 

(6)道徳の授業の確実な確保に努めている。 

・学年で資料の検討や共有（略案の作成・配布など）をしている。 

・学級担任にこだわらない学年ローテーションなど道徳の授業を実施す

るなど工夫している。 

・｢私たちの道徳｣｢みやぎの先人集｣を活用している。 

・次年度から道徳の教科化に向けて，共通理解を図りながら実践につな

げていきたい。 

 

・次年度からの道徳の教科化に向けて充実を図って

いってほしい。 
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(7)｢生活カード｣｢観察｣｢チャンス指導｣｢学校生活アンケート(いじめア

ンケート)｣等を活用して，生徒の変化を捉えるように心掛けている。特

に生活カードは，生徒の様子の確認やコミュニケーションの手段として

いる。保護者の方にも活用いただけると，さらに有益なものになると思

われる。 

・Ｑ－Ｕの結果の分析や効果的な活用を図っていきたい。 

(8)学年主任者会や教育相談部会を常設して，カウンセラーのアドバイス

を受けながら全職員が同一歩調で指導に当たれるようにしている。 

・電話連絡，家庭訪問により家庭と信頼関係を築いて生徒指導に当たる

ように努めている。 

・何よりも積極的な生徒指導を大切にして，学習・部活動・行事などに

本気で取り組む生徒になるように全職員で指導に当たっている。 

(9)農業体験学習，キャリアセミナー，職場体験学習，上級学校調べ，修

学旅行を中心にキャリア教育を推進している。さらに，総合的な学習の

時間で行っているキャリア教育を体験活動のみで終わらせず，体験から

課題を見つけ学びにつなげていきたい。 

・学校全体で生活カードへのコメントの記入など，

多忙な中で一生懸命生徒の様子を見てくれていると

思う。 

・子どもたちとのコミュニケーションを大切にする

とともに，先生方自身の健康管理を大切にして下さ

い。 

 

5．安全・安心な教育環境の整備・促進 自己評価 関係者評価 

（10） 
児童生徒の安全に対する意識を高めるための指導や「防犯教室」等を実施

して児童生徒の安全確保に努めている。 
７．０ 妥当である 

（11） 
地震災害等を想定した「避難訓練」「引き渡し訓練」「防災教室」を

実施して児童生徒の防災意識を育んでいる。  
８．２ 妥当である 

（12） 

「子ども見守隊」「安全パトロール隊」など地域の支援を受けて、

通学路の安全確保や地域の巡回などを行い、事故や事件の被害を未然に

防止している。 

６．６ 妥当である 

（13） 
生涯体育・スポーツの視点に立ち、健康でたくましい児童生徒の育成に努

めている。 
６．３ 妥当である 

自己評価結果から次年度へ向けて 学校関係者による主な意見 

(11)１学年｢防犯教室｣，２学年｢情報モラル教室｣，３学年｢薬物乱用防止

教室｣を実施している。２学年は，ＰＴＡ授業参観でも情報モラル教室

を保護者にも案内を出して実施した。さらに，船岡中学校では夜９時以

降の携帯等の機器の利用を控えるように指導している。柴田町でも同様

の運動を展開している。各家庭の意識を高く持ってもらうことを目標

に，入学説明会でも生徒指導主事から話をするなど小学校とも連携を密

にしているところである。 

・今年度も船岡小学校と東船岡小学校と連携して合同の引き渡し訓練を

実施した。さらに，学区内の行政区長と連携して各地区の防災訓練に参

加するように促した。実際に参加した生徒が少ないので，今後さらに区

長との連携を深め推進していく。また，町社会福祉協議会の協力を得て

「クロスロード体験」などの防災教育を各学年で実施した。今後も継続

するとともに，防災副読本を活用した防災授業の実践をしていく。 

(12)生徒指導部を中心に毎日の下校指導と地区巡視，さらにＰＴＡ校外

指導部の協力を得て長期休業中の巡視活動を計画的に行った。また，毎

朝，校門と自転車置き場で登下校指導を実施している。登下校時の保護

者の送迎の際の駐車場所を考慮して欲しいところである。 

 (13) 保健体育の授業と部活動を中心に全職員で指導している。 

・本校では，年２回部活動対抗駅伝大会を生徒会主催で実施している。

本大会には，吹奏楽部など文化部の生徒も参加している。 

・学校東側の校庭の入り口やフェンスなど整備され

てきた。また，東側・南側道路の樹木の伐採など地

域や学校の要望で整備されてきた。 

・学校東側の道路の交通量が増え危険である。今後，

交通規制などの安全面での対応が必要である。 
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6．特別支援教育の充実 自己評価 関係者評価 

（14） 
特別支援の指導体制が整っており、特別な支援を必要とする児童

生徒のニーズに応じた指導を行っている。 
５．２ 妥当である 

自己評価結果から次年度へ向けて 学校関係者による主な意見 

(14)町の特別支援教育支援員の増員により，個に応じた対応が以前より

できている。来年度も，今年度と同程度の支援員を望んでいる。 

・担任が，場合によっては学年主任等も家庭訪問や電話対応を迅速かつ

丁寧に行っている。必要なときは夜の時間帯や休日も家庭との連携に努

めている。ＳＣとも連携を密にして適切な対応にも努めている。 

・教育相談部会を常設して，各学年の連携を密にして個に対応した細や

かな指導に努めている。必要な場合はケース会議を設置して対応してい

る。 

・学習室を設置して，不登校生徒や集団不適応生徒への対応の充実を図

っている。生徒・保護者とも多岐にわたる要望があり対応に苦慮するこ

とも多い。 

・特別な支援が必要な生徒の対応について学ぶ機会をもっと設ける必要

がある。 

・今後も小学校とのつながりを大切にし，不登校児童生徒個表を活用し

ながら指導に努めたい。 

 

・カウンセラーや相談員の活用頻度が高いことがわ

かる。今後も，関係諸機関と連携を図り，できるだ

け保護者や生徒のニーズに応える対応や指導が出来

ればと思う。 

 

 

7．国際理解教育の促進 自己評価 関係者評価 

（15） 
自国文化に対する理解を深めるとともに、他国文化に学ぶ国際理解と国際

化に対応した教育の推進に努めている。 
３．６ 妥当である 

自己評価結果から次年度へ向けて 学校関係者による主な意見 

 (15)各教科で，自国文化，他国文化に関する内容を意識的に取り扱うよ

うに努力している。 

 

・国際理解については各教科の取組やＡＬＴの活用，

ＳＡＫＵＲＡプロジェクトなど可能な範囲での取組

であると思われる。 

 

 

8．情報教育の推進及び学校図書館の充実 自己評価 関係者評価 

（16） 
高度情報化社会に適切に対応していくことができるよう、各教科に応じた

情報活用能力の育成を目指す情報教育の推進に努めている。 
３．８ 妥当である 

（17） 学校図書館を整備し、児童生徒の読書活動の充実に努めている。 ６．１ 妥当である 

自己評価結果から次年度へ向けて 学校関係者による主な意見 

(16)視聴覚機器や情報機器の整理と管理を徹底して，先生方が活用しや

すくする。昨年よりは改善されて多くの先生が活用している。 

(17)図書ボランティアと協力し図書館司書を中心に，図書室の運営が充

実している。本の貸出件数も継続している。また，国語の授業でのブッ

クトークや町の移動文庫も良書との出会いにつながっている。 

・朝読書を継続して，読書の習慣作りに努めている。 

 

・今後もタブレットＰＣなどの情報機器の活用を図

り生徒の学習意欲を高めて行ってほしい。 

・生徒の読書への関心を高める工夫するとともに，

学校図書館や町の図書館を利用し生徒の読書量が増

えることを期待したい。 
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9．学校校地の自然環境の整備と自然体験学習の推進向上 自己評価 関係者評価 

（18） 

校地内に花と緑の潤いのある教育環境をつくるとともに、児童生

徒の自然体験学習の充実に努め、自分たちの住んでいる地域の自

然環境を守り大切にしようとする心の育成に努めている。  

４．１ 妥当である 

自己評価結果から次年度へ向けて 学校関係者による主な意見 

(18)整備委員会を中心校門から昇降口前までの花の管理を行っている。

さらに，グラウンドや敷地内の整備なども生徒が進んで行う姿が多く見

られた。しかし，緑化活動は年間を通して十分な活動をしているとはい

えなかった。 

・特別支援学級が「ラベンダー」の栽培と小物づくりを継続している。

少しずつ，校内の花壇にラベンダーが増えてきている。 

 

・柴田町は「花の町」でもあるので，委員会活動を

充実させ緑化活動に継続して進めてほしい。また，

校地内の剪定や樹木の伐採など整備を進めてほし

い。 

 

 

10．教職員の資質及び指導力の充実・向上 自己評価 関係者評価 

（19） 
教職員の自己研修を促し、指導力向上を図るとともに、学校課題

の解決を図る校内研究・校内研修を積極的に推進している。 
５．０ 妥当である 

自己評価結果から次年度へ向けて 学校関係者による主な意見 

(19)研究授業を計画通りに実施して授業力向上を図った。 

・職員会議での３分間プレゼンテーション等で職員間の学び合う機会を

つくった。 

・同教科で複数の教員がいるので，教科内で情報交換を行い，教科につ

いての指導力向上ができている。 

・日常的に先輩教諭が若い教諭と関わりをもち，指導する場面が見られ

る。今後も継続していきたい。 

 

・先生方も充分に努力をしていると思う。 

 

 

 

11．その他 自己評価 関係者評価 

（20） 

 

子供たちと一緒に話をしたり、教育相談をするなどのふれ合う機会を多く

つくっている。 
６．１ 妥当である 

（21） 子供たちは充実した学校生活を送っている。 ５．７ 妥当である 

自己評価結果から次年度へ向けて 学校関係者による主な意見 

・｢生活カード｣を継続して，生徒の生活の様子を確認するとともに，家

庭との連携に努めていく。 

・個々の先生は隙間時間を活用して生徒とふれあう時間を少しでも多く

して，生徒理解に努めている。 

・「生活カード」やチャンス指導などしているが，十分なラポートをは

かる余裕がないのが現状である。家庭でできること，地域でできること

は，家庭や地域が自覚と責任を持ってやっていただけると良い循環が生

まれると思われる。 

・部活動の充実が，学習の充実につながっている生徒が多くい 

る。全校生徒が，やりがいを持って生き生きと学校生活を送れるように

していきたい。 

 

・先生方が子供のことに集中して取り組めなくなっ 

てきているのが外から見ていても分かる。今の努 

力を続けていって欲しい。 
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１２．教育目標について 自己評価 関係者評価 

（22） 
教育目標「豊かな品性・強い心身・確かな知性をそなえた生徒の育成」が、

学校の教育活動において具現化されている。 
５．２ 妥当である 

自己評価結果から次年度へ向けて 学校関係者による主な意見 

・教育目標が日々の教育活動に具現化されるように，教育計画

の内容を吟味するとともに，月ごとの職員会議において，それ

ぞれの活動の目的，内容を確認している。しかし，先生方が多

忙で，教育目標を充分に意識できずに職務を遂行していること

が多いように感じる。教職員の多忙解消が何よりも望まれる。

土日も休まずに船岡中学校の生徒のために尽力している先生が

多くいることを，もう少し認めていただけると先生方の気持ち

の上での多忙感の解消になるのではないかと思われる。 

 

・目標達成に向けて努力をしていって欲しい。 

 

 

 

◆その他：学校関係者による主な意見 

先生方の健康管理，心のケアをお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 


